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【資料５】



文部科学省と気象庁が、日本にお
ける気候変動対策の効果的な推
進に資することを目的として、日

本の気候変動について、これまで
に観測された事実や、今後の世

界平均気温が２℃上昇シナリオ及
び４℃上昇シナリオで推移した場
合の将来予測をとりまとめたレ
ポート

レポートの内容をコンパクトにまとめた「概要版」、気候変動に
関する政策や行動の立案・決定の基礎資料となる「本編」、より
詳細な情報を掲載している「詳細版」に分かれている。

レポート「日本の気候変動2020」

2020年12月4日公表
本日は概要版からレポート

内容を紹介します
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「概要版」目次
 はじめに
 大気中の温室効果ガスの状況
 2℃上昇シナリオと4℃上昇シナリオ
 2℃/4℃上昇シナリオによる予測される21世紀末の日本

 気温
 降水
 降雪・積雪
 台風（熱帯低気圧）
 海面水温
 海面水位、高潮、高波
 海氷
 海洋酸性化

 将来予測まとめ
 【参考】1.5℃上昇シナリオ

「日本の気候変動2020」概要版

レポートの内容をコンパクトにまとめた「概要版」、気候変動に関する政策や
行動の立案・決定の基礎資料となる「本編」、より詳細な情報を掲載している
「詳細版」に分かれている。
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「世界的な平均気温上昇を工業化以前と比べて 2℃より十分低く保つとともに、
1.5℃に抑える努力を追求する」（COP21（2015）の長期目標）

温暖化の進行がこれまでと同じスピードで進む場合、2030 年から 2050 年の間
には、1.5℃の気温上昇に達する可能性が高い（IPCC 1.5℃特別報告書（2018））。

世界平均気温が工業化以前から
1.5℃（現在気候から0.8℃）上昇した
場合の日本への影響

平均気温
現在気候から1.2℃上昇（全国平均）
猛暑日日数

5.6日 → 12日（東京）
日降水量の最大値
全国平均で5.7％増加
東京で9%増加

世界平均気温が工業化以前から1.5℃上昇した場合の、日本の気温上昇の予測
NHRCM の計算による、現在気候における気温からの偏差（℃）。

概要編参考資料、本編コラムより

1.5℃の気温上昇
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 現実の気候は温暖化による長期変化以外に、気候系の内部変動（毎年の変動、
10年、100年に1度などの長期間にわたる変動など）を含んでいる

 そのため、特定の現象について「温暖化のせいか？」に答えるのは難しい

今年の猛暑は
温暖化が原因なの？

断定はできませんが
その可能性はあります

 「温暖化が発生確率や強度をどれくらい変えたか？」であれば、温暖化した設定と
温暖化していない設定で実験を行い、結果を比較する等の方法が最新の研究で進め
られており、ある程度答えられる場合もある

 このような地球温暖化の影響を評価する手法を「イベント・アトリビューション」
という

今年の猛暑は温暖化が
影響しているの？

今年のような猛暑は 温暖化して
いなければ ほぼ発生しない現象

と言えます

豪雨、猛暑は温暖化のせい？
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大量のアンサンブル実験によって無数に起こり得る自然の変動幅を表
現し、極端現象の発生頻度の変化に注目する手法により、地球温暖化
の影響を評価

平成30年7月の記録的高温の発生確率に対する地球温暖化の寄与

平成30年7月の猛暑
 熱中症による死亡者数が1000人を超えた
 熊谷で全国歴代最高気温となる41.1℃を観測

「温暖化あり」の場合の発生確率 ： 約20％
「温暖化なし」の場合の発生確率 ： ほぼ0％

温暖化あり/なしの場合、猛暑の発生確率は・・・

人間活動による地球温暖化がなければ
2018年7月の記録的な猛暑は起こり得
なかった！

「日本の気候変動2020」本編より（文部科学省、気象庁）

本編コラムより

イベント・アトリビューション① ～確率的アプローチ～
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高解像度の領域モデルを使い、天気予報と同じく大気初期値を与えて時
間積分し、現象の発生を正確に再現した上で、極端現象の強度の変化に
注目して、地球温暖化の影響を評価

「日本の気候変動2020」本編より（文部科学省、気象庁）

平成30年7月豪雨の雨量に対する地球温暖化の寄与

平成30年7月豪雨
 西日本を中心に広範囲で記録的な大雨
が長時間持続

 洪水や土砂災害などにより200人以上
の命が奪われた

西日本陸上の豪雨期間を通した積算
降水量は、気温上昇による水蒸気増加
により約6.7％底上げされていたと見積
もられた。
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本編コラムより

イベント・アトリビューション② ～量的アプローチ～



報道発表 令和２年度「熱中症予防対策に資する効果的な情報
発信に関する検討会」報告書の公表について （R3.1.26）
【資料３】熱中症警戒アラート発表時の予防行動

熱中症警戒アラート①

環境省・気象庁は、令和3年
4月下旬より、全国で暑さへ

の「気づき」を呼びかける情
報として、「熱中症警戒ア
ラート」の提供を開始します

熱中症の危険性が極めて高い
と予測される日の前日夕方また
は当日早朝に、都道府県ごとに
発表します
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報道発表 令和２年度「熱中症予防対策に資する効果的な情報発信に関する検討会」報告書の公表について （R3.1.26）
【資料２】熱中症予防のための新たな情報発信「熱中症警戒アラート」について

熱中症警戒アラート②

暑熱への適応に資する情報として活用いただければ幸いです
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ご静聴ありがとうございました。
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